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１．料金改定の検討にあたって



ステップ1
財政計画の策定

ステップ4
料金表（案）の確定

ステップ3 
料金体系の設定

 予測値と実績値の比較 ■ 現状の把握

 将来の水需要予測の算定 ■ 将来の財政シミュレーション

 料金体系決定における検討方針の説明

① 基本料金収入と従量料金収入の割合の設定

② 口径別基本料金単価の設定

③ 基本水量の設定

④ 従量料金の逓増度の設定

⑤ 用途別料金の設定（用途別，口径別料金体系の採用）

 各種検討事項の説明

 料金表案の提示

 料金算定期間の設定

 総括原価の算定

 料金改定率の決定

ステップ2
料金水準の算定

水道料金改定の検討ステップ

今回の審議会は、将来の財政シミュレーション結果を踏まえて、料金改定率
について審議いただきます

料
金
改
定
率
の
算
定

料
金
体
系
の
設
定

（出所）公益社団法人日本水道協会「水道料金算定要領」を参考に作成
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本市においては、
前回審議会の答申における
“経営方針”の内容を踏襲し、
料金改定率を検討します

第
３
回
以
降
の
審
議
会
で
検
討

１．料金改定の検討にあたって

本
審
議
会
で
検
討
す
る
事
項



前回審議会の答申書（令和3年9月27日）における“経営方針”の考え方を踏
襲し、今回の料金改定を検討していく方針です

前回審議会の答申と今回の料金改定検討の方針
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項目 前回答申（経営方針） 今回の料金改定検討の方針

（１）料金回収率

（供給単価／給水原価）の
改善

・100％以上とする。 ・継続する。

（２）資金残高の確保 ・事業経営を持続するために必要な資金残高を８億
円程度とする。

・継続する。

（３）企業債残高の抑制 ・企業債残高について、令和２年度の約 100 億円未
満とする。
・更新投資に係る企業債比率を 60％以下（ただし、
令和８年度までは80％以下）とする。

・継続する
・ただし、更なる企業債残高の削減の観点から、更新
投資に係る企業債比率を令和7年度まで80以下とし、
令和8年度以降は60％以下とする。

（４）投資経費の抑制 ・「交野市水道施設整備計画」（平成 31 年3月）につ
いて、重要度・優先度による順位付けにより投資計画
を見直し、建設改良費を令和８年度まで、毎年５億円
程度に抑制する。

・継続する。

（５）料金改定
（改定時期と改定率）

・改定時期及び改定率については、上記（１）～（４）を
踏まえたものとする。

・継続する。
・具体的には、今回の審議会で審議いただきます。

（６）料金体系の見直し ・経営の安定化を図りつつ、利用者の過度な負担とな
らないように設定する

・継続する。
・具体的には、次回の審議会で審議いただきます。

１．料金改定の検討にあたって



収益的収入の予測値と実績値の比較
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【予測と実績との差について】

 料金収入
 補助金

料金収入はR4の実績値と予測値で

△58,500千円の差額がありますが、これは
R4年度に市民から基本料金の徴収を２カ月

減免し、その補填を一般会計から補助金

64,510千円分を受領しているため、実質的
な差額は△6,010千円（△0.5％）であり、実

績と予測に大きな乖離はありません。

その他の項目も実績と予測値に大きな乖離
は見受けられませんでした。

単位：千円

2020 2021 2022 2022 2022 2022

R2 R3 R4 R4 R4 R4

（実績） （実績） （実績） (将来予測) 実績－予測 乖離率

1,150,114 1,266,824 1,165,206 1,221,547 -56,341 -4.8%

1,080,450 1,171,065 1,101,620 1,160,120 -58,500 -5.3%

－ － 11,008 － 11,008 100.0%

69,664 95,759 52,578 61,426 -8,848 -16.8%

247,519 131,534 195,329 124,642 70,687 36.2%

126,182 － 66,816 － 66,816 100.0%

69,415 67,987 69,289 64,469 4,820 7.0%

51,922 63,547 59,224 60,173 -949 -1.6%

(A) 1,397,633 1,398,358 1,360,535 1,346,189 14,346 1.1%

補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他

収 入 計

収益的収支

収

益

的

収

入

営 業 収 益

料 金 収 入

受 託 工 事 収 益

そ の 他

営 業 外 収 益
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過去のシミュレーション予測値と実績値の比較



単位：千円

2020 2021 2022 2022 2022 2022

R2 R3 R4 R4 R4 R4

（実績） （実績） （実績） (将来予測) 実績－予測 乖離率

1,227,835 1,209,373 1,251,888 1,233,876 18,012 1.4%

195,402 170,053 167,811 198,124 -30,313 -18.1%

630,466 548,408 584,399 527,875 56,524 9.7%

114,934 130,068 157,248 118,431 38,817 24.7%

39,418 44,001 36,378 45,000 -8,622 -23.7%

7,337 6,509 8,141 5,753 2,388 29.3%

151,641 132,229 108,284 106,600 1,684 1.6%

317,136 235,601 274,348 252,090 22,258 8.1%

401,967 490,912 499,678 507,877 -8,199 -1.6%

144,085 129,083 129,151 142,775 -13,624 -10.5%

130,988 128,516 122,211 141,662 -19,451 -15.9%

13,097 567 6,940 1,113 5,827 84.0%

(B) 1,371,920 1,338,456 1,381,039 1,376,651 4,388 0.3%

(C)＝(A)-(B) 25,713 59,902 -20,504 -30,462 9,958 -48.6%

(D) -1,141 -865 -767 － -767 100.0%

(C)-(D) 24,572 59,037 -21,271 -30,462 9,191 -43.2%

(千㎥/年) 7,623 7,485 7,381 7,403 -22 -0.3%

( 円 / ㎥ ) 141.7 156.4 149.3 157.2 -7.9 -5.3%

( 円 / ㎥ ) 170.9 169.7 177.7 177.3 0.5 0.3%

供 給 単 価

給 水 原 価

有 収 水 量

支 出 計

経 常 損 益

特 別 損 益

当 年 度 純 利 益
（ 又 は 純 損 失 ）

受 水 費

そ の 他

減 価 償 却 費

営 業 外 費 用

支 払 利 息

そ の 他

収

益

的

支

出

営 業 費 用

職 員 給 与 費

経 費

動 力 費

修 繕 費

薬 品 ・ 材 料 費

収益的収支

過去のシミュレーション予測値と実績値の比較
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【予測と実績との差について】

 職員給与費
職員数の減少に伴い実績値が減少しています。

（現状は職員数が定員割れしています。）

 経費（動力費）

詳細は次スライド参照。

 経費（薬品・材料費）

次亜塩素酸ナトリウムやPAC等の薬品費の高騰

を受け、予測値より実績値が上昇しています。

 経費（その他）

物価や人件費等の高騰に伴い、主に委託料や賃
料のR4実績値が予測値より増加しました。今後も

委託料の増加が見込まれています。

 支払利息

企業債残高が減少し、支払利息も減少していま

す。

１．料金改定の検討にあたって

収益的支出の予測値と実績値の比較



財政シミュレーション（収益的収支）

過去のシミュレーション予測値と実績値の比較
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過去のシミュレーション実施時の将来予測は、

H27～H31の有収水量1㎥あたり動力費を算出
し、有収水量推計値を掛けることで算出していま

した。

しかし、シミュレーション実施時から経済情勢の
変化に伴い主に燃料費調整単価が高騰し、R3・

4実績値が大きく増加し、結果として、将来予測値

と実績値に大きく乖離が発生しました。

動力費の推移

118,449

114,934

130,068

157,248

118,449 

117,568 

117,548 118,431 

－

40,000

80,000

120,000

160,000

200,000

H31 R2 R3 R4

動力費の推移

動力費(実績) 動力費(将来予測)

(千円)

１．料金改定の検討にあたって



過去のシミュレーション予測値と実績値の比較
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単位：千円

2020 2021 2022 2022 2022 2022

R2 R3 R4 R4 R4 R4

（実績） （実績） （実績） (将来予測) 実績－予測 乖離率

1,122,700 222,800 33,000 394,400 -361,400 -1095.2%

1,432 1,946 1,903 － 1,903 100.0%

－ 22,039 20,722 － 20,722 100.0%

60,115 43,670 65,120 38,282 26,838 41.2%

1,184,247 290,455 120,745 432,682 -311,937 -258.3%

1,388,021 534,643 229,231 503,000 -273,769 -119.4%

396,425 414,038 404,418 403,099 1,319 0.3%

－ － － 55,000 -55,000 #DIV/0!

1,784,446 948,681 633,649 961,099 -327,450 -51.7%

2,780,525 2,625,229 2,419,333 2,233,810 185,523 7.7%

10,001,427 9,810,190 9,438,773 10,123,608 -684,835 -7.3%

資

本

的

支

出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

資 金 残 高

企 業 債 残 高

そ の 他

計

資

本

的

収

入

企 業 債

他 会 計 負 担 金

工 事 負 担 金

そ の 他

計

資本的収支 【予測と実績との差について】

 企業債

R4年度は、建設改良費が予定額より少なかった

ため、企業債残高抑制の観点から、自己資金に
よって財源を充当しました。

 建設改良費
前回答申の経営方針に沿って、R4～R8の投資

額を年平均5億円程度として計画しており、年度

によって工期のタイミングにより変動しています。

１．料金改定の検討にあたって

資本的収支の予測値と実績値の比較

前回のシミュレーションから、コロナ禍及びロシアによるウクライナ侵攻などの社会情勢の変化により、物
価の上昇や人件費・燃料費が高騰していることから、本シミュレーションにおいては動力費や経費、建設改
良費について見直す必要がある。

予測値と実績値の乖離分析を踏まえて、
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令和5年度に料金改定を実施した場合における、供給単価と給水原価の比較

シミュレーション類型 （R5年度）改定率・供給単価・給水原価 （R6年度）改定率・供給単価・給水原価

13％改定のみ （R5年度改定）13％、177.8円/㎥＞173.3円/㎥ （R6年度改定）なし、177.8円/㎥＜179.5円/㎥

13％改定＋5％改定 （R5年度改定）13％、177.8円/㎥＞173.3円/㎥ （R6年度改定）5％、186.7円/㎥＞179.5円/㎥

 仮に令和5年度に13%の料金改定を実施した場合の料金改定のシミュレーションを実施しました

 13％の料金改定では、令和6年度に給水原価（179.5円/㎥）が供給単価（177.8円/㎥）を上回るため、令和
6年度に再度5％の料金改定を実施する必要性がありました

 これは前回予測より、社会情勢の変化により、燃料費の高騰及び人件費、資材単価などの物価上昇によ
るものです

料金改定シミュレーション（令和5年度に13％改定）

R5, 177.8

R6, 186.7

R11, 224.0

R16, 250.9

R6, 177.8
R11, 177.8 R16, 177.8

R5, 173.3

R6, 179.5
R11, 189.5

R16, 204.9

130.0

145.0

160.0

175.0

190.0

205.0

220.0

235.0

250.0

265.0

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

単位：円/㎥ 料金改定シミュレーション（供給単価と給水原価の推移）

供給単価（13％改定＋5％改定） 供給単価（13％改定のみ）

給水原価（13％改定＋5％改定）

5

％
改定

13

％
改定

１．料金改定の検討にあたって

※財政シミュレーションの前提条件は、Ｐ10～Ｐ12の変更を加味したものです



２．財政シミュレーションの前提条件
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11

収益的収入（3条収入）の前提条件

財政シミュレーションの前提条件

項目 前回審議会 今回 主な変更点

収
益
的
収
入

営
業
収
益

料金収入
有収水量（将来推計値）×供給単価（※）
※供給単価：H30～H31の平均値＝157.2円/
㎥

有収水量（将来推計値）×供給単価（※）
※供給単価：H30～R4の平均値＝157.3円/
㎥
R2, R4の供給単価は、一般会計からの基本
料金免除分の補填を含む数値で算定
R2：141.7円/㎥⇒157.8円/㎥、
R4：149.3円/㎥⇒158.1円/㎥

・有収水量の将来推計値は、直近の状況を
踏まえて改めて推計
・供給単価は、時点修正

受託工事収益 見込まない 見込まない 変更なし

その他営業収益
R2以降：H27～H31の５年平均値 R5以降：H29～R4の５年平均値

※R3年度が過去と比較して多額であるため、
平均値算定から除外

時点修正

営
業
外
収
益

補助金
一般会計からの基準内繰入として児童手当を
140万円/年を毎年見込むよう審議会で答申

一般会計からの基準内繰入として児童手当
を140万円/年を毎年見込む

審議会の答申を反映

長期前受金戻入

R2以降：固定資産台帳の財源別減価償却費
より算出
（新規投資分に補助金等の財源が充てられた
場合は、長期前受金戻入を別途算出）

R5以降：固定資産台帳の財源別減価償却
費より算出
（新規投資分に補助金等の財源が充てられ
た場合は、長期前受金戻入を別途算出）

時点修正

その他営業外収益 R2以降：H27～H31の５年平均値 R5以降：H30～R4の５年平均値 時点修正

２．財政シミュレーションの前提条件



12

収益的支出（3条支出）の前提条件

財政シミュレーションの前提条件

項目 前回審議会 今回 主な変更点

収
益
的
支
出

営
業
費
用

職員給与費

（基本給・法定福利費等）R2以降：（前年度の職員給与費）×
（1＋人件費上昇率（※））
（退職給付費）R2以降：（H27～H31の５年平均の職員給与
費）×（1＋人件費上昇率（※））
※人件費上昇率は、人事院勧告の過去の改定率0.23％とす
る

（基本給・法定福利費・退職給付費等）
R5：（H30～R4の5年平均値の職員給与費）×（1＋人件費上
昇率）（※））
R6以降：（前年度の職員給与費）×（1＋人件費上昇率（※））
※人件費上昇率は、人事院勧告の過去の5年平均改定率
0.2％とする

・時点修正

経
費

動力費 有収水量×有収水量あたり動力費（H27～H31の平均値）
電力使用量×単価に分解して推計
動力費の将来推計概要は、参考資料P.45～54参照

動力費（電気代）
高騰に伴い、詳細
に将来推計を実施
した

修繕費 施設整備計画の３条支出＋500万円
R5～R8：H30～R4の５年平均値×1.05倍
R9～R11：H30～R4の５年平均×1.08倍
R12以降：H30～R4の５年平均×1.1倍

近年の物価や人
件費の高騰を考慮

薬品費
R2以降：H27～H31の５年平均の自己水量１㎥当たり薬品費
（円/㎥）×自己水量の将来予測値

R5以降：H30～R4の５年平均の自己水量１㎥当たり薬品費
（円/㎥）×自己水量の将来予測値×（１＋物価上昇率）（※）

物価上昇率を反映

受水費
R2以降：将来の総配水量×受水割合（20％）×72円/㎥で算
定

R5以降：将来の総配水量×受水割合（20％）×72円/㎥で算
定

変更なし

その他経費 R2以降：H27～H31の５年平均値
R5～R8：R4（直近）の数値×1.05倍
R9～R11：R4の数値×1.08倍
R12以降：R4の数値×1.1倍

近年の物価や人
件費の高騰を考慮

減価償却費

（新規投資分）更新投資計画に基づき40年間に渡って減価償
却計算
（既存投資分）固定資産システムの減価償却費計算に基づき
計算

（新規投資分）更新投資計画に基づき40年間に渡って減価償
却計算
（既存投資分）固定資産システムの減価償却費計算に基づき
計算

変更なし

営
業
外
費
用

支払利息
既存借入：企業債償還スケジュールに基づき計算
新規借入：借入期間30年、据置期間５年、固定利率1.0％/年、
元利均等返済で計算

既存借入：企業債償還スケジュールに基づき計算
新規借入：借入期間30年、据置期間５年、固定利率1.0％/年、
元利均等返済で計算

変更なし

その他 R2以降：H27～H31の５年平均値
R5以降：H28～R3の５年平均値
※R2、4年度が過去と比較して多額であるため、平均値算定
から除外

時点修正

２．財政シミュレーションの前提条件
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資本的収支（４条収支）の前提条件

財政シミュレーションの前提条件

項目 前回審議会 今回 主な変更点

資
本
的
収
入

企業債
R2以降：更新計画案の４条工事費用に対して、R2～
R8は起債充当率80％、R9以降は60％で起債

R5以降：更新計画案（R5.4見直し）の４条工事費用（委
託費除く）に対して、R5～R7は起債充当率80％、R8以
降は60％で起債

・起債充当率を60％に引き下げ
るタイミングをR8⇒R7に変更

他会計負担金 見込まない 見込まない 変更なし

補助金 見込まない 見込まない 変更なし

工事負担金 見込まない 見込まない 変更なし

その他
（給水負担金）

R2以降：H27～H31の５年平均値
R5以降：H28～R3の５年平均値（※）
※R2、4年度が過去と比較して多額であるため、平均
値算定から除外

時点修正

資
本
的
支
出

建設改良費

以下の建設改良費を見込む
・R2～R10：更新計画案の４条工事費用
・R11以降：毎年8.3億円（H30年度のアセットマネジメン
ト実施時の数値）

以下の建設改良費を見込む
・R5～R18：更新計画案（R5.4見直し）の４条工事費用
×1.1倍（近年の資材や人件費の高騰を考慮）
・R19以降：毎年8.3億円（H30年度のアセットマネジメン
ト実施時の数値）×1.1倍

・更新計画案の見直し
・近年の物価や人件費の高騰を
考慮

企業債償還金
既存借入：企業債償還スケジュールに基づき計算
新規借入：借入期間30年、据置期間５年、固定利率
1.0％/年、元利均等返済で計算

既存借入：企業債償還スケジュールに基づき計算
新規借入：借入期間30年、据置期間５年、固定利率
1.0％/年、元利均等返済で計算

変更なし

他会計への
支出金

見込まない 見込まない 変更なし

その他 総係費を年5,500万円見込む 総係費を年5,500万円見込む 変更なし

２．財政シミュレーションの前提条件



３．財政シミュレーション（成行）
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財政シミュレーション（パターン①：成行）
財政シミュレーション（収益的収支）

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

（実績） （実績） (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測)

1,266,824 1,165,206 1,224,513 1,217,704 1,213,214 1,208,807 1,207,547 1,200,057 1,195,740 1,191,469 1,188,303 1,179,056 1,172,936 1,166,870 1,163,860 1,154,892 1,148,977 1,143,109

1,171,065 1,101,620 1,163,884 1,157,074 1,152,584 1,148,178 1,146,918 1,139,428 1,135,110 1,130,839 1,127,673 1,118,426 1,112,306 1,106,240 1,103,230 1,094,263 1,088,347 1,082,479

－ 11,008 － － － － － － － － － － － － － － － －

95,759 52,578 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629

131,534 195,329 128,487 128,186 127,624 126,986 126,427 125,668 124,680 123,447 119,840 117,396 110,103 109,330 107,264 105,084 103,087 99,700

－ 66,816 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400

67,987 69,289 68,350 68,049 67,487 66,849 66,290 65,531 64,543 63,310 59,703 57,259 49,966 49,193 47,127 44,947 42,950 39,563

63,547 59,224 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737

(A) 1,398,358 1,360,535 1,353,000 1,345,889 1,340,837 1,335,793 1,333,974 1,325,725 1,320,419 1,314,915 1,308,142 1,296,451 1,283,038 1,276,199 1,271,123 1,259,976 1,252,063 1,242,808

1,209,373 1,251,888 1,233,791 1,272,212 1,275,315 1,278,997 1,293,663 1,307,391 1,325,939 1,350,481 1,363,575 1,370,800 1,378,403 1,393,669 1,406,218 1,418,096 1,431,033 1,412,513

170,053 167,811 195,562 195,953 196,345 196,738 197,131 197,526 197,921 198,316 198,713 199,111 199,509 199,908 200,308 200,708 201,110 201,512

548,408 584,399 559,831 587,344 579,908 570,419 579,405 578,373 578,047 583,843 583,128 579,630 576,925 574,246 572,327 569,174 566,776 564,469

130,068 157,248 130,208 158,217 151,043 141,804 141,762 141,482 141,589 141,840 141,443 138,874 136,783 134,713 133,096 130,843 129,039 127,320

490,912 499,678 478,398 488,915 499,062 511,841 517,127 531,493 549,972 568,322 581,735 592,060 601,970 619,516 633,584 648,214 663,148 646,533

129,083 129,151 116,769 115,842 114,940 113,138 108,939 107,239 105,680 104,407 102,532 100,489 98,328 96,246 94,206 92,086 90,160 88,361

128,516 122,211 115,742 114,815 113,913 112,111 107,912 106,212 104,653 103,380 101,505 99,462 97,301 95,220 93,179 91,059 89,133 87,335

567 6,940 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027

(B) 1,338,456 1,381,039 1,350,560 1,388,054 1,390,255 1,392,135 1,402,602 1,414,630 1,431,619 1,454,888 1,466,107 1,471,289 1,476,731 1,489,915 1,500,424 1,510,181 1,521,193 1,500,875

(C)＝(A)-(B) 59,902 -20,504 2,440 -42,165 -49,417 -56,343 -68,629 -88,906 -111,200 -139,972 -157,965 -174,838 -193,693 -213,716 -229,301 -250,205 -269,130 -258,067

(D) -865 -767 － － － － － － － － － － － － － － － －

(C)-(D) 59,037 -21,271 2,440 -42,165 -49,417 -56,343 -68,629 -88,906 -111,200 -139,972 -157,965 -174,838 -193,693 -213,716 -229,301 -250,205 -269,130 -258,067

(千㎥/年) 7,485 7,381 7,397 7,354 7,325 7,297 7,289 7,242 7,214 7,187 7,167 7,108 7,069 7,031 7,011 6,954 6,917 6,880

(円 /㎥ ) 156.4 149.3 157.3 157.3 157.3 157.3 157.3 157.3 157.3 157.3 157.3 157.3 157.3 157.3 157.3 157.3 157.3 157.3

(円 /㎥ ) 169.7 175.8 173.3 179.5 180.6 181.6 183.3 186.3 189.5 193.6 196.2 198.9 201.8 204.9 207.3 210.7 213.7 212.4

収

益

的

支

出

営 業 費 用

職 員 給 与 費

供 給 単 価

給 水 原 価

経 常 損 益

特 別 損 益

当 年 度純 利益
（ 又は純損失）

有 収 水 量

減 価 償 却 費

営 業 外 費 用

支 払 利 息

そ の 他

支 出 計

経 費

う ち 動 力 費

収益的収支

収

益

的

収

入

営 業 収 益

料 金 収 入

受 託 工 事 収 益

そ の 他

営 業 外 収 益

補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他

収 入 計

３．財政シミュレーション（成行）
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財政シミュレーション（パターン①：成行）
財政シミュレーション（資本的収支）

コメント

 料金改定を実施しなかった場合、収益的収支は継続してマイナスで推移し、R10に資金残高が8億円を下回り、R11に資金残高が枯渇します

 資金残高が8億円を下回るR10に料金改定を実施した場合は、53％の大幅な料金改定が必要になります

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

（実績） （実績） (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測)

222,800 33,000 574,200 582,300 496,800 265,500 498,300 489,100 499,000 469,400 477,400 472,000 476,700 496,300 480,500 467,100 473,800 473,800

1,946 1,903 － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

22,039 20,722 － － － － － － － － － － － － － － － －

43,670 65,120 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536

290,455 120,745 615,736 623,836 538,336 307,036 539,836 530,636 540,536 510,936 518,936 513,536 518,236 537,836 522,036 508,636 515,336 515,336

534,643 229,231 728,780 738,840 735,360 453,560 940,500 925,100 952,600 903,310 933,170 907,620 915,540 948,130 921,800 899,540 909,700 909,700

414,038 404,418 418,198 434,103 462,082 498,317 503,133 499,318 490,113 501,424 519,990 532,042 533,914 551,777 564,346 546,415 551,219 567,546

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000

948,681 633,649 1,201,978 1,227,943 1,252,442 1,006,877 1,498,633 1,479,418 1,497,713 1,459,734 1,508,160 1,494,662 1,504,454 1,554,907 1,541,146 1,500,955 1,515,919 1,532,246

2,625,229 2,419,333 2,280,987 2,055,582 1,723,634 1,412,442 835,854 264,129 -318,819 -902,577 -1,527,734 -2,148,896 -2,776,803 -3,437,267 -4,099,220 -4,738,477 -5,387,991 -6,055,997

9,810,190 9,438,773 9,594,775 9,742,971 9,777,690 9,544,873 9,540,039 9,529,822 9,538,709 9,506,684 9,464,095 9,404,053 9,346,838 9,291,361 9,207,515 9,128,200 9,050,782 8,957,036

資 金 残 高

企 業 債 残 高

そ の 他

計

資

本

的

支

出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

他 会 計 へ の 支 出 金

資

本

的

収

入

企 業 債

他 会 計 負 担 金

国（ 都道府県 ）補助金

工 事 負 担 金

そ の 他

計

資本的収支

３．財政シミュレーション（成行）
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財政シミュレーション（パターン②：成行+R6料金改定：19％）
財政シミュレーション（収益的収支）

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

（実績） （実績） (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測)

1,266,824 1,165,206 1,224,513 1,437,548 1,432,205 1,426,961 1,425,461 1,416,548 1,701,829 1,695,653 1,691,076 1,677,706 1,668,857 1,828,030 1,823,221 1,808,894 1,799,443 1,790,068

1,171,065 1,101,620 1,163,884 1,376,919 1,371,575 1,366,331 1,364,832 1,355,919 1,641,199 1,635,024 1,630,446 1,617,076 1,608,228 1,767,401 1,762,592 1,748,265 1,738,814 1,729,438

－ 11,008 － － － － － － － － － － － － － － － －

95,759 52,578 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629

131,534 195,329 128,487 128,186 127,624 126,986 126,427 125,668 124,680 123,447 119,840 117,396 110,103 109,330 107,264 105,084 103,087 99,700

－ 66,816 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400

67,987 69,289 68,350 68,049 67,487 66,849 66,290 65,531 64,543 63,310 59,703 57,259 49,966 49,193 47,127 44,947 42,950 39,563

63,547 59,224 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737

(A) 1,398,358 1,360,535 1,353,000 1,565,734 1,559,828 1,553,946 1,551,888 1,542,216 1,826,508 1,819,100 1,810,915 1,795,101 1,778,960 1,937,360 1,930,485 1,913,978 1,902,530 1,889,767

1,209,373 1,251,888 1,233,791 1,272,212 1,275,315 1,278,997 1,293,663 1,307,391 1,325,939 1,350,481 1,363,575 1,370,800 1,378,403 1,393,669 1,406,218 1,418,096 1,431,033 1,412,513

170,053 167,811 195,562 195,953 196,345 196,738 197,131 197,526 197,921 198,316 198,713 199,111 199,509 199,908 200,308 200,708 201,110 201,512

548,408 584,399 559,831 587,344 579,908 570,419 579,405 578,373 578,047 583,843 583,128 579,630 576,925 574,246 572,327 569,174 566,776 564,469

130,068 157,248 130,208 158,217 151,043 141,804 141,762 141,482 141,589 141,840 141,443 138,874 136,783 134,713 133,096 130,843 129,039 127,320

490,912 499,678 478,398 488,915 499,062 511,841 517,127 531,493 549,972 568,322 581,735 592,060 601,970 619,516 633,584 648,214 663,148 646,533

129,083 129,151 116,769 115,842 114,940 113,138 108,939 107,239 105,680 104,407 102,532 100,489 98,328 96,246 94,206 92,086 90,160 88,361

128,516 122,211 115,742 114,815 113,913 112,111 107,912 106,212 104,653 103,380 101,505 99,462 97,301 95,220 93,179 91,059 89,133 87,335

567 6,940 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027

(B) 1,338,456 1,381,039 1,350,560 1,388,054 1,390,255 1,392,135 1,402,602 1,414,630 1,431,619 1,454,888 1,466,107 1,471,289 1,476,731 1,489,915 1,500,424 1,510,181 1,521,193 1,500,875

(C)＝(A)-(B) 59,902 -20,504 2,440 177,679 169,574 161,811 149,286 127,585 394,889 364,212 344,808 323,812 302,229 447,444 430,061 403,796 381,337 388,892

(D) -865 -767 － － － － － － － － － － － － － － － －

(C)-(D) 59,037 -21,271 2,440 177,679 169,574 161,811 149,286 127,585 394,889 364,212 344,808 323,812 302,229 447,444 430,061 403,796 381,337 388,892

(千㎥/年) 7,485 7,381 7,397 7,354 7,325 7,297 7,289 7,242 7,214 7,187 7,167 7,108 7,069 7,031 7,011 6,954 6,917 6,880

(円 /㎥ ) 156.4 149.3 157.3 187.2 187.2 187.2 187.2 187.2 227.5 227.5 227.5 227.5 227.5 251.4 251.4 251.4 251.4 251.4

(円 /㎥ ) 169.7 175.8 173.3 179.5 180.6 181.6 183.3 186.3 189.5 193.6 196.2 198.9 201.8 204.9 207.3 210.7 213.7 212.4

収益的収支

収

益

的

収

入

営 業 収 益

料 金 収 入

受 託 工 事 収 益

そ の 他

営 業 外 収 益

補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他

収 入 計

支 払 利 息

そ の 他

支 出 計

経 費

う ち 動 力 費

減 価 償 却 費

営 業 外 費 用

有 収 水 量

経 常 損 益

特 別 損 益

当 年 度純 利益
（ 又は純損失）

収

益

的

支

出

営 業 費 用

職 員 給 与 費

供 給 単 価

給 水 原 価

３．財政シミュレーション（成行）

料金回収率（供給単価/給水原価）は100%以上（供給単価＞給水原価）
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財政シミュレーション（パターン②：成行+R6料金改定：19％ ）
財政シミュレーション（資本的収支）

コメント

 R6に料金改定を実施した場合、19％の料金改定が必要になります（以後、５年置きにR11は21.5％、R16は10.5％の値上改定が必要となる試算です）。
 料金回収率は100%以上（供給単価＞給水原価）であり、資金残高は8億円以上、企業債残高も100億円未満となっています。

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

（実績） （実績） (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測)

222,800 33,000 574,200 582,300 496,800 265,500 498,300 489,100 499,000 469,400 477,400 472,000 476,700 496,300 480,500 467,100 473,800 473,800

1,946 1,903 － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

22,039 20,722 － － － － － － － － － － － － － － － －

43,670 65,120 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536

290,455 120,745 615,736 623,836 538,336 307,036 539,836 530,636 540,536 510,936 518,936 513,536 518,236 537,836 522,036 508,636 515,336 515,336

534,643 229,231 728,780 738,840 735,360 453,560 940,500 925,100 952,600 903,310 933,170 907,620 915,540 948,130 921,800 899,540 909,700 909,700

414,038 404,418 418,198 434,103 462,082 498,317 503,133 499,318 490,113 501,424 519,990 532,042 533,914 551,777 564,346 546,415 551,219 567,546

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000

948,681 633,649 1,201,978 1,227,943 1,252,442 1,006,877 1,498,633 1,479,418 1,497,713 1,459,734 1,508,160 1,494,662 1,504,454 1,554,907 1,541,146 1,500,955 1,515,919 1,532,246

2,625,229 2,419,333 2,280,987 2,275,426 2,162,469 2,069,431 1,710,757 1,355,523 1,278,665 1,199,091 1,076,708 954,195 822,211 822,907 820,314 835,060 836,012 814,965

9,810,190 9,438,773 9,594,775 9,742,971 9,777,690 9,544,873 9,540,039 9,529,822 9,538,709 9,506,684 9,464,095 9,404,053 9,346,838 9,291,361 9,207,515 9,128,200 9,050,782 8,957,036

資本的収支

他 会 計 へ の 支 出 金

資

本

的

収

入

企 業 債

他 会 計 負 担 金

国（ 都道府県 ）補助金

工 事 負 担 金

そ の 他

計

資 金 残 高

企 業 債 残 高

そ の 他

計

資

本

的

支

出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

３．財政シミュレーション（成行）

資金残高は8億円以上
企業債残高は100億円未満
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財政シミュレーション（パターン②：成行+R6料金改定：19％ ）

経営方針（数値目標）の達成状況

３．財政シミュレーション（成行）

 料金回収率は令和6年度の料金改定以降は、100%以上という数値目標を達成しています

 資金残高は、8億円以上という数値目標を令和20年度まで達成しています

 企業債残高は、100億円未満という数値目標を令和20年度まで達成しています

R6, 104.3% R10, 100.5%

R11, 120.1% R16, 122.7%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

120.0%

140.0%

－

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

料金回収率の将来推移（成行）

供給単価 給水原価 料金回収率

単位：円/㎥ 単位：％

R15, 822,211

R7, 9,777,690
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0

資金残高と企業債残高の将来推移（成行）

資金残高 企業債残高

資金残高
企業債残高
単位：千円

社会情勢の変化を踏まえ、前回答申の経営方針を踏襲して事業経営を実施した場合、令和6年度には19％の料金改定が必
要になります



４．市長提案施策と財政シミュレーション（施策実行）

20
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３つの市長提案施策の全体像

市長提案施策の概要及びその効果

４．市長提案施策と財政シミュレーション（施策実行）

施策 概要 主な効果

補助事業の採択による
財源（資金）の確保

・令和8～12年度に実施予定の基幹管路の更
新工事について、国が交付する補助事業として
申請し、事業費の1/3の補助金を獲得する

・補助金獲得による資金の確保
・企業債の発行を抑制による企業債残高の減少
・企業債残高減少による支払利息の減少
・給水原価を引き下げる効果があり、料金改定
率を低減させる

余剰資金の基金への拠出
・資金残高に余裕のある令和5、6年度に4億円
ずつ基金へ拠出し、基金での資金有用の成果
を利息収入として資金を獲得する

・基金への拠出額に対する利息収入が増加す
ることで、将来的な資金不足による料金改定率
の上昇を抑制する

新規起債時の
借入条件の見直し

・市場の変動利率が低いことから、新規の起債
時には、借入条件を固定利率でなく変動利率と
することで、支払利息の支出を抑制する

・低金利の企業債増加による支払利息の減少
・給水原価を引き下げる効果があり、料金改定
率を低減させる
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３つの市長提案施策の概要
補助事業の採択による財源（資金）の確保
 基幹管路の更新工事が補助事業に採択されることで、基幹管路の更新工事の財源の一部を確保
し、企業債の新規発行を抑制し、利息の支払いを減少させます

４．市長提案施策と財政シミュレーション（施策実行）
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３つの市長提案施策の概要
余剰資金の基金への拠出

４．市長提案施策と財政シミュレーション（施策実行）

交野市公営企業資金運用基金条例について

１．条例制定の目的

交野市公営企業の資金を、会計管理者保管の基金と一括運用することにより資金の安全性及び
運用の効率性の向上を図るために、交野市公営企業資金運用基金を設置する。

３．留意事項

※この運用は水道事業の資産の一部を市の
基金に繰り出して保管・運用するもので、
最終的には当該資産を一般会計から水道事
業会計へ変換することから、水道事業会計
に資産増減等の影響を及ぼすものではな
い。

※水道事業会計に単年度の資金繰りにおい
て不測の事態が生じた場合、一般会計等の
基金又は金融機関から一時借入が可能であ
ることから企業経営に支障をきたすもので
はない。

２．運用する資金の流れ

③基金運用収入※２

②基金積立金

※１　財政調整基金他１２基金と一括で運用
※２　基金運用収入の配分は、１２月末時点の基金残高により按分

公営企業会計
（水道・下水道）

一般会計
④公営企業会計繰出金
（基金運用収入）

①一般会計繰出金

公営企業
資金運用基金

※１

出所：交野市議会_令和5年第3回議会定例会_議案第38号参考資料
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３つの市長提案施策の概要
新規起債時の借入条件の見直し

項目 市長施策：借入条件の見直し

借入条件の見直し 固定利率⇒変動利率

金利の利率
1.0％/年⇒0.2％/年

※変動利率は、R5年6月の貸出金利

支払利息への影響 減少

 市場の変動利率が低いことから、新規の起債時には、借入条件を固定利率でなく変動利率とすること
で、支払利息の支出を抑制します

 補助金の獲得と合わせて、企業債残高が減少し、あわせて支払利息も減少します

R6, 9,742,971

R11, 9,209,918

R16, 8,851,544

R6, 110,222

R11, 86,630

R16, 76,031

 8,000,000

 8,500,000

 9,000,000

 9,500,000

 10,000,000

－

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

企業債残高と支払利息の将来推移（市長施策）

企業債残高 支払利息

単位：千円 単位：千円

R6, 9,742,971
R11, 9,538,709

R16, 9,291,361

R6, 114,815

R11, 104,653

R16, 95,220

 8,000,000

 8,500,000

 9,000,000

 9,500,000

 10,000,000

－

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

企業債残高と支払利息の将来推移（成行）

企業債残高 支払利息

単位：千円 単位：千円

４．市長提案施策と財政シミュレーション（施策実行）
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３つの市長提案施策実行に伴う前提条件の変更

収益的支出（3条収支）の前提条件

項目 パターン①、②：成行 パターン③、④：市長提案施策実行

収
益
的
収
入

営
業
収
益

料金収入

有収水量（将来推計値）×供給単価（※）
※供給単価：H30～R4の平均値＝157.3円/㎥
R2, R4の供給単価は、一般会計からの基本料金免除分の繰入
を含む数値で算定
R2：141.7円/㎥⇒157.8円/㎥、
R4：149.3円/㎥⇒158.1円/㎥
R6年度に料金改定する場合は、19％改定

プラス要素
R6年度に料金改定する場合は、
5年置きに料金改定をする③は17％改定
3年置きに料金改定をする④は16％改定

営
業
外
収
益

長期前受金戻入
R5以降：固定資産台帳の財源別減価償却費より算出
（新規投資分に補助金等の財源が充てられた場合は、長期前受
金戻入を別途算出）

プラス要素
4条収入の補助金に対応する減価償却費見合いを長期前受戻
入として見込む（償却期間は40年）

収
益
的
支
出

営
業
外
費
用

支払利息
既存借入：企業債償還スケジュールに基づき計算
新規借入：借入期間30年、据置期間５年、固定利率1.0％/年、
元利均等返済で計算

プラス要素
借入条件を変動利率0.2％/年（５年見直し）とする
※利率は、当初の利率（R5年6月の貸出金利）に年0.1％増加さ
せ、固定利率の1.0％を上限とする

４．市長提案施策と財政シミュレーション（施策実行）

※当該シミュレーション（パターン③）は、5年に１度の頻度で料金改定を実施することになるため、令和10年度まで料金改定
を実施しない見込みです。その場合、令和10年度の料金回収率は100.3％と数値目標がぎりぎりの状況であり、見込んでい
る以上の物価の上昇や突発的な支出が発生した場合は料金回収率が100％を下回る恐れがあります。
そのため、3年に1度の頻度で料金改定を実施するシミュレーション（パターン④）も実施しました。
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３つの市長提案施策実行に伴う前提条件の変更

収益的支出（4条収支）の前提条件

項目 パターン①、②：成行 パターン③、④：市長提案施策実行

資
本
的
収
入

他会計負担金 見込まない
プラス要素
基金への拠出額に対して、年1.33%の利息収入を見込む

補助金 見込まない
プラス要素
R8～R12の基幹管路の改良工事について、1/3の補助金を見
込む

資
本
的
支
出

企業債償還金
既存借入：企業債償還スケジュールに基づき計算
新規借入：借入期間30年、据置期間５年、
固定利率1.0％/年、元利均等返済で計算

プラス要素
借入条件を変動利率0.2％/年（５年見直し）とする
※利率は、当初の利率（R5年6月の貸出金利）に年0.1％増加さ
せ、固定利率の1.0％を上限とする

他会計への
支出金

見込まない
プラス要素
R5、R6年に4億円ずつ基金へ拠出

４．市長提案施策と財政シミュレーション（施策実行）
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財政シミュレーション（収益的収支）
2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

（実績） （実績） (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測)

1,266,824 1,165,206 1,224,513 1,414,407 1,409,153 1,403,997 1,402,523 1,393,760 1,627,763 1,621,866 1,617,495 1,604,729 1,596,279 1,801,724 1,796,986 1,782,872 1,773,562 1,764,326

1,171,065 1,101,620 1,163,884 1,353,777 1,348,524 1,343,368 1,341,894 1,333,130 1,567,133 1,561,236 1,556,866 1,544,099 1,535,650 1,741,094 1,736,357 1,722,243 1,712,933 1,703,696

－ 11,008 － － － － － － － － － － － － － － － －

95,759 52,578 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629

131,534 195,329 128,487 128,186 127,624 126,986 127,177 130,543 134,055 135,822 135,103 133,598 126,305 125,532 123,466 121,286 119,289 115,902

－ 66,816 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400

67,987 69,289 68,350 68,049 67,487 66,849 67,040 70,406 73,918 75,685 74,967 73,461 66,168 65,395 63,329 61,149 59,152 55,765

63,547 59,224 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737

(A) 1,398,358 1,360,535 1,353,000 1,542,592 1,536,777 1,530,983 1,529,700 1,524,302 1,761,817 1,757,687 1,752,598 1,738,326 1,722,584 1,927,255 1,920,452 1,904,158 1,892,851 1,880,228

1,209,373 1,251,888 1,233,791 1,272,212 1,275,315 1,278,997 1,293,663 1,307,391 1,325,939 1,350,481 1,363,575 1,370,800 1,378,403 1,393,669 1,406,218 1,418,096 1,431,033 1,412,513

170,053 167,811 195,562 195,953 196,345 196,738 197,131 197,526 197,921 198,316 198,713 199,111 199,509 199,908 200,308 200,708 201,110 201,512

548,408 584,399 559,831 587,344 579,908 570,419 579,405 578,373 578,047 583,843 583,128 579,630 576,925 574,246 572,327 569,174 566,776 564,469

130,068 157,248 130,208 158,217 151,043 141,804 141,762 141,482 141,589 141,840 141,443 138,874 136,783 134,713 133,096 130,843 129,039 127,320

490,912 499,678 478,398 488,915 499,062 511,841 517,127 531,493 549,972 568,322 581,735 592,060 601,970 619,516 633,584 648,214 663,148 646,533

129,083 129,151 116,769 111,248 106,270 101,487 95,862 91,515 87,657 84,911 82,179 80,292 78,586 77,057 75,654 74,234 73,058 72,027

128,516 122,211 115,742 110,222 105,243 100,461 94,835 90,489 86,630 83,884 81,152 79,265 77,560 76,031 74,627 73,207 72,031 71,001

567 6,940 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027

(B) 1,338,456 1,381,039 1,350,560 1,383,461 1,381,585 1,380,485 1,389,525 1,398,907 1,413,596 1,435,392 1,445,754 1,451,092 1,456,990 1,470,726 1,481,872 1,492,330 1,504,091 1,484,541

(C)＝(A)-(B) 59,902 -20,504 2,440 159,131 155,192 150,498 140,174 125,395 348,221 322,296 306,844 287,235 265,595 456,529 438,580 411,828 388,760 395,687

(D) -865 -767 － － － － － － － － － － － － － － － －

(C)-(D) 59,037 -21,271 2,440 159,131 155,192 150,498 140,174 125,395 348,221 322,296 306,844 287,235 265,595 456,529 438,580 411,828 388,760 395,687

(千㎥ /
年 )

7,485 7,381 7,397 7,354 7,325 7,297 7,289 7,242 7,214 7,187 7,167 7,108 7,069 7,031 7,011 6,954 6,917 6,880

(円/㎥ ) 156.4 149.3 157.3 184.1 184.1 184.1 184.1 184.1 217.2 217.2 217.2 217.2 217.2 247.6 247.6 247.6 247.6 247.6

(円/㎥ ) 169.7 175.8 173.3 178.9 179.4 180.0 181.4 183.5 185.7 189.2 191.3 193.8 196.7 199.9 202.3 205.8 208.9 207.7

収

益

的

支

出

営 業 費 用

職 員 給 与 費

供 給 単 価

給 水 原 価

経 常 損 益

特 別 損 益

当 年 度純 利益
（ 又は純損失）

有 収 水 量

減 価 償 却 費

営 業 外 費 用

支 払 利 息

そ の 他

支 出 計

経 費

う ち 動 力 費

収益的収支

収

益

的

収

入

営 業 収 益

料 金 収 入

受 託 工 事 収 益

そ の 他

営 業 外 収 益

補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他

収 入 計

料金回収率（供給単価/給水原価）は100%以上（供給単価＞給水原価）

４．市長提案施策と財政シミュレーション（施策実行）

財政シミュレーション
（パターン③：市長施策実行（5年置き料金改定） ＋R6料金改定：17％）
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財政シミュレーション（資本的収支）

コメント

 R6に料金改定を実施した場合、17％の料金改定が必要になります（以後、５年置きにR11は18％、R16は14％の値上改定が必要となる試算です）。
 料金回収率は100%以上（供給単価＞給水原価）であり、資金残高は8億円以上、企業債残高も100億円未満となっています。

※パターン②と③を比較した場合のシミュレーション数値に与える影響は次ページ参照。

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

（実績） （実績） (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測)

222,800 33,000 574,200 582,300 496,800 245,700 389,400 370,300 419,800 393,100 452,600 472,000 476,700 496,300 480,500 467,100 473,800 473,800

1,946 1,903 － 5,320 10,640 10,640 10,640 410,640 5,320 5,320 405,320 5,320 － － － － － －

－ － － － － 33,000 181,500 198,000 132,000 127,100 41,300 － － － － － － －

22,039 20,722 － － － － － － － － － － － － － － － －

43,670 65,120 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536

290,455 120,745 615,736 629,156 548,976 330,876 623,076 1,020,476 598,656 567,056 940,756 518,856 518,236 537,836 522,036 508,636 515,336 515,336

534,643 229,231 728,780 738,840 735,360 453,560 940,500 925,100 952,600 903,310 933,170 907,620 915,540 948,130 921,800 899,540 909,700 909,700

414,038 404,418 418,198 434,103 462,082 498,317 503,133 499,318 492,204 505,204 524,815 536,314 534,571 548,170 557,669 536,509 539,685 555,245

－ － 400,000 400,000 － － － － － － － － － － － － － －

－ － 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000

948,681 633,649 1,601,978 1,627,943 1,252,442 1,006,877 1,498,633 1,479,418 1,499,804 1,463,514 1,512,985 1,498,934 1,505,111 1,551,300 1,534,469 1,491,049 1,504,385 1,519,945

2,625,229 2,419,333 1,880,987 1,462,198 1,345,499 1,264,988 979,693 1,107,234 1,030,361 948,836 1,190,220 1,015,975 830,497 827,683 824,085 840,566 844,273 826,119

9,810,190 9,438,773 9,594,775 9,742,971 9,777,690 9,525,073 9,411,339 9,282,322 9,209,918 9,097,814 9,025,599 8,961,285 8,903,414 8,851,544 8,774,375 8,704,966 8,639,081 8,557,636

資 金 残 高

企 業 債 残 高

そ の 他

計

資

本

的

支

出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

他 会 計 へ の 支 出 金

資

本

的

収

入

企 業 債

他 会 計 負 担 金

国（都道府県）補助金

工 事 負 担 金

そ の 他

計

資本的収支

資金残高は8億円以上
企業債残高は100億円未満

４．市長提案施策と財政シミュレーション（施策実行）

財政シミュレーション
（パターン③：市長施策実行（5年置き料金改定） ＋R6料金改定：17％）
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財政シミュレーション（収益的収支）

財政シミュレーション（パターン②と③の差額）

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

（実績） （実績） (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測)

－ － － -23,141 -23,052 -22,964 -22,938 -22,789 -74,066 -73,787 -73,581 -72,977 -72,578 -26,307 -26,235 -26,022 -25,881 -25,742

－ － － -23,141 -23,052 -22,964 -22,938 -22,789 -74,066 -73,787 -73,581 -72,977 -72,578 -26,307 -26,235 -26,022 -25,881 -25,742

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － 750 4,875 9,375 12,375 15,264 16,202 16,202 16,202 16,202 16,202 16,202 16,202

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － 750 4,875 9,375 12,375 15,264 16,202 16,202 16,202 16,202 16,202 16,202 16,202

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

(A) － － － -23,141 -23,052 -22,964 -22,188 -17,914 -64,691 -61,412 -58,317 -56,775 -56,376 -10,104 -10,033 -9,820 -9,679 -9,539

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － -4,594 -8,670 -11,651 -13,077 -15,724 -18,023 -19,496 -20,353 -20,197 -19,741 -19,189 -18,552 -17,852 -17,102 -16,334

－ － － -4,594 -8,670 -11,651 -13,077 -15,724 -18,023 -19,496 -20,353 -20,197 -19,741 -19,189 -18,552 -17,852 -17,102 -16,334

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

(B) － － － -4,594 -8,670 -11,651 -13,077 -15,724 -18,023 -19,496 -20,353 -20,197 -19,741 -19,189 -18,552 -17,852 -17,102 -16,334

(C)＝(A)-(B) － － － -18,548 -14,382 -11,313 -9,111 -2,190 -46,668 -41,917 -37,964 -36,578 -36,635 9,085 8,519 8,032 7,423 6,795

(D) － － － － － － － － － － － － － － － － － －

(C)-(D) － － － -18,548 -14,382 -11,313 -9,111 -2,190 -46,668 -41,917 -37,964 -36,578 -36,635 9,085 8,519 8,032 7,423 6,795

(千㎥/年) － － － － － － － － － － － － － － － － － －

( 円 / ㎥ ) － － － -3.1 -3.1 -3.1 -3.1 -3.1 -10.3 -10.3 -10.3 -10.3 -10.3 -3.7 -3.7 -3.7 -3.7 -3.7

( 円 / ㎥ ) － － － -0.6 -1.2 -1.6 -1.9 -2.8 -3.8 -4.4 -5.0 -5.1 -5.1 -5.0 -5.0 -4.9 -4.8 -4.7

供 給 単 価

給 水 原 価

特 別 損 益

当 年 度 純 利 益
（ 又 は 純 損 失 ）

有 収 水 量

経 常 損 益

経 費

う ち 動 力 費

減 価 償 却 費

営 業 外 費 用

支 払 利 息

そ の 他

支 出 計

収

益

的

支

出

営 業 費 用

職 員 給 与 費

収益的収支

収

益

的

収

入

営 業 収 益

料 金 収 入

受 託 工 事 収 益

そ の 他

営 業 外 収 益

補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他

収 入 計

料金改定率
19%⇒17%の影
響により、料金収
入は減少します

補助金獲得により、減価
償却費見合いの長期前
受金戻入が増加します

企業債の
支払利息が
減少します

長期前受金戻入の
増加、支払利息の
減少により給水原価
が減少し、料金改定
率を引き下げます

４．市長提案施策と財政シミュレーション（施策実行）
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財政シミュレーション（パターン②と③の差額）
財政シミュレーション（資本的収支）

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

（実績） （実績） (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測)

－ － － － － -19,800 -108,900 -118,800 -79,200 -76,300 -24,800 － － － － － － －

－ － － 5,320 10,640 10,640 10,640 410,640 5,320 5,320 405,320 5,320 － － － － － －

－ － － － － 33,000 181,500 198,000 132,000 127,100 41,300 － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － 5,320 10,640 23,840 83,240 489,840 58,120 56,120 421,820 5,320 － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － 2,091 3,780 4,825 4,272 656 -3,607 -6,677 -9,906 -11,533 -12,301

－ － 400,000 400,000 － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － 400,000 400,000 － － － － 2,091 3,780 4,825 4,272 656 -3,607 -6,677 -9,906 -11,533 -12,301

－ － -400,000 -813,228 -816,970 -804,443 -731,064 -248,289 -248,304 -250,255 113,512 61,780 8,287 4,777 3,771 5,506 8,260 11,154

－ － － － － -19,800 -128,700 -247,500 -328,791 -408,871 -438,495 -442,768 -443,424 -439,817 -433,140 -423,234 -411,701 -399,400

資 金 残 高

企 業 債 残 高

資

本

的

支

出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

他 会 計 へ の 支 出 金

そ の 他

計

資本的収支

資

本

的

収

入

企 業 債

他 会 計 負 担 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

工 事 負 担 金

そ の 他

計

基金への
拠出

補助金獲得（総額7.1億円）によ
り企業債発行額が減少し、総額
4.3億円の企業債発行を抑制し、
利息負担も軽減されます

基金への拠出期間は、
R5～R13までとなり、
その間、総額0.7億円

の利息収入を得る見込
みです

基金からの返金

４．市長提案施策と財政シミュレーション（施策実行）
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経営方針（数値目標）の達成状況

R6, 102.9%
R10, 100.3%

R11, 117.0% R16, 123.9%
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料金回収率の将来推移（市長施策）

供給単価 給水原価 料金回収率

単位：円/㎥ 単位：％
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資金残高と企業債残高の将来推移（市長施策）

資金残高 企業債残高

資金残高 企業債残高
単位：千円

 料金回収率は令和6年度の料金改定以降は、100%以上という数値目標を達成しています

 資金残高は、8億円以上という数値目標を令和20年度まで達成しています

 企業債残高は、100億円未満という数値目標を令和20年度まで達成しています

４．市長提案施策と財政シミュレーション（施策実行）

財政シミュレーション
（パターン③：市長提案施策実行（5年置き料金改定） ＋R6料金改定：17％）

（再掲）当該シミュレーション（パターン③）は、5年に１度の頻度で料金改定を実施することになるため、令和10年度まで料金
改定を実施しない見込みです。その場合、令和10年度の料金回収率は100.3％と数値目標がぎりぎりの状況であり、見込ん
でいる以上の物価の上昇や突発的な支出が発生した場合は料金回収率が100％を下回る恐れがあります。
そのため、3年に1度の頻度で料金改定を実施するシミュレーション（パターン④）も実施しました。





2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

（実績） （実績） (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測)

1,266,824 1,165,206 1,224,513 1,402,836 1,397,627 1,392,516 1,417,662 1,408,800 1,403,692 1,632,790 1,628,388 1,615,533 1,808,056 1,798,526 1,793,798 1,779,710 1,770,417 1,761,197

1,171,065 1,101,620 1,163,884 1,342,206 1,336,998 1,331,886 1,357,033 1,348,171 1,343,063 1,572,160 1,567,759 1,554,903 1,747,426 1,737,897 1,733,168 1,719,080 1,709,787 1,700,568

－ 11,008 － － － － － － － － － － － － － － － －

95,759 52,578 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629 60,629

131,534 195,329 128,487 128,186 127,624 126,986 127,177 130,543 134,055 135,822 135,103 133,598 126,305 125,532 123,466 121,286 119,289 115,902

－ 66,816 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400

67,987 69,289 68,350 68,049 67,487 66,849 67,040 70,406 73,918 75,685 74,967 73,461 66,168 65,395 63,329 61,149 59,152 55,765

63,547 59,224 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737 58,737

(A) 1,398,358 1,360,535 1,353,000 1,531,021 1,525,251 1,519,501 1,544,839 1,539,343 1,537,747 1,768,611 1,763,492 1,749,130 1,934,360 1,924,058 1,917,263 1,900,996 1,889,705 1,877,099

1,209,373 1,251,888 1,233,791 1,272,212 1,275,315 1,278,997 1,293,663 1,307,391 1,325,939 1,350,481 1,363,575 1,370,800 1,378,403 1,393,669 1,406,218 1,418,096 1,431,033 1,412,513

170,053 167,811 195,562 195,953 196,345 196,738 197,131 197,526 197,921 198,316 198,713 199,111 199,509 199,908 200,308 200,708 201,110 201,512

548,408 584,399 559,831 587,344 579,908 570,419 579,405 578,373 578,047 583,843 583,128 579,630 576,925 574,246 572,327 569,174 566,776 564,469

130,068 157,248 130,208 158,217 151,043 141,804 141,762 141,482 141,589 141,840 141,443 138,874 136,783 134,713 133,096 130,843 129,039 127,320

490,912 499,678 478,398 488,915 499,062 511,841 517,127 531,493 549,972 568,322 581,735 592,060 601,970 619,516 633,584 648,214 663,148 646,533

129,083 129,151 116,769 111,248 106,270 101,487 95,862 91,515 87,657 84,911 82,179 80,292 78,586 77,057 75,654 74,234 73,058 72,027

128,516 122,211 115,742 110,222 105,243 100,461 94,835 90,489 86,630 83,884 81,152 79,265 77,560 76,031 74,627 73,207 72,031 71,001

567 6,940 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027 1,027

(B) 1,338,456 1,381,039 1,350,560 1,383,461 1,381,585 1,380,485 1,389,525 1,398,907 1,413,596 1,435,392 1,445,754 1,451,092 1,456,990 1,470,726 1,481,872 1,492,330 1,504,091 1,484,541

(C)＝(A)-(B) 59,902 -20,504 2,440 147,561 143,666 139,016 155,314 140,436 124,150 333,219 317,737 298,039 477,371 453,332 435,392 408,666 385,614 392,558

(D) -865 -767 － － － － － － － － － － － － － － － －

(C)-(D) 59,037 -21,271 2,440 147,561 143,666 139,016 155,314 140,436 124,150 333,219 317,737 298,039 477,371 453,332 435,392 408,666 385,614 392,558

(千㎥/年) 7,485 7,381 7,397 7,354 7,325 7,297 7,289 7,242 7,214 7,187 7,167 7,108 7,069 7,031 7,011 6,954 6,917 6,880

( 円 / ㎥ ) 156.4 149.3 157.3 182.5 182.5 182.5 186.2 186.2 186.2 218.8 218.8 218.8 247.2 247.2 247.2 247.2 247.2 247.2

( 円 / ㎥ ) 169.7 175.8 173.3 178.9 179.4 180.0 181.4 183.5 185.7 189.2 191.3 193.8 196.7 199.9 202.3 205.8 208.9 207.7

収益的収支

収

益

的

収

入

営 業 収 益

料 金 収 入

受 託 工 事 収 益

そ の 他

営 業 外 収 益

補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他

収 入 計

支 払 利 息

そ の 他

支 出 計

経 費

う ち 動 力 費

減 価 償 却 費

営 業 外 費 用

有 収 水 量

経 常 損 益

特 別 損 益

当 年 度 純 利 益
（ 又 は 純 損 失 ）

収

益

的

支

出

営 業 費 用

職 員 給 与 費

供 給 単 価

給 水 原 価
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財政シミュレーション
（パターン④：市長提案施策実行（3年置き料金改定）＋R6料金改定：16％）

財政シミュレーション（収益的収支）

料金回収率（供給単価/給水原価）は100%以上（供給単価＞給水原価）

４．市長提案施策と財政シミュレーション（施策実行）



2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

（実績） （実績） (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測)

222,800 33,000 574,200 582,300 496,800 245,700 389,400 370,300 419,800 393,100 452,600 472,000 476,700 496,300 480,500 467,100 473,800 473,800

1,946 1,903 － 5,320 10,640 10,640 10,640 410,640 5,320 405,320 5,320 － － － － － － －

－ － － － － 33,000 181,500 198,000 132,000 127,100 41,300 － － － － － － －

22,039 20,722 － － － － － － － － － － － － － － － －

43,670 65,120 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536 41,536

290,455 120,745 615,736 629,156 548,976 330,876 623,076 1,020,476 598,656 967,056 540,756 513,536 518,236 537,836 522,036 508,636 515,336 515,336

534,643 229,231 728,780 738,840 735,360 453,560 940,500 925,100 952,600 903,310 933,170 907,620 915,540 948,130 921,800 899,540 909,700 909,700

414,038 404,418 418,198 434,103 462,082 498,317 503,133 499,318 492,204 505,204 524,815 536,314 534,571 548,170 557,669 536,509 539,685 555,245

－ － 400,000 400,000 － － － － － － － － － － － － － －

－ － 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000

948,681 633,649 1,601,978 1,627,943 1,252,442 1,006,877 1,498,633 1,479,418 1,499,804 1,463,514 1,512,985 1,498,934 1,505,111 1,551,300 1,534,469 1,491,049 1,504,385 1,519,945

2,625,229 2,419,333 1,880,987 1,450,627 1,322,403 1,230,410 960,254 1,102,835 801,892 1,131,291 983,568 814,807 841,105 835,094 828,307 841,625 842,187 820,905

9,810,190 9,438,773 9,594,775 9,742,971 9,777,690 9,525,073 9,411,339 9,282,322 9,209,918 9,097,814 9,025,599 8,961,285 8,903,414 8,851,544 8,774,375 8,704,966 8,639,081 8,557,636

資本的収支

他 会 計 へ の 支 出 金

資

本

的

収

入

企 業 債

他 会 計 負 担 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

工 事 負 担 金

そ の 他

計

資 金 残 高

企 業 債 残 高

そ の 他

計

資

本

的

支

出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金
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財政シミュレーション
（パターン④：市長施策実行（3年置き料金改定） ＋R6料金改定：16％）
財政シミュレーション（資本的収支）

コメント

 R6に料金改定を実施した場合、16％の料金改定が必要になります（以後、３年置きにR9は2％、R12は17%、R15は13.5％の値上改定が必要となる試算です）。
 料金回収率は100%以上（供給単価＞給水原価）であり、資金残高は8億円以上、企業債残高も100億円未満となっています。

※パターン②と④を比較した場合のシミュレーション数値に与える影響は次ページ参照。
※パターン③と④を比較した場合のシミュレーション数値に与える影響はP.43、44参照。

資金残高は8億円以上
企業債残高は100億円未満

４．市長提案施策と財政シミュレーション（施策実行）



2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

（実績） （実績） (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測)

－ － － -34,712 -34,578 -34,445 -7,799 -7,748 -298,137 -62,863 -62,687 -62,173 139,198 -29,504 -29,424 -29,184 -29,027 -28,870

－ － － -34,712 -34,578 -34,445 -7,799 -7,748 -298,137 -62,863 -62,687 -62,173 139,198 -29,504 -29,424 -29,184 -29,027 -28,870

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － 750 4,875 9,375 12,375 15,264 16,202 16,202 16,202 16,202 16,202 16,202 16,202

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － 750 4,875 9,375 12,375 15,264 16,202 16,202 16,202 16,202 16,202 16,202 16,202

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

(A) － － － -34,712 -34,578 -34,445 -7,049 -2,873 -288,762 -50,488 -47,424 -45,971 155,400 -13,302 -13,221 -12,982 -12,824 -12,668

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － -4,594 -8,670 -11,651 -13,077 -15,724 -18,023 -19,496 -20,353 -20,197 -19,741 -19,189 -18,552 -17,852 -17,102 -16,334

－ － － -4,594 -8,670 -11,651 -13,077 -15,724 -18,023 -19,496 -20,353 -20,197 -19,741 -19,189 -18,552 -17,852 -17,102 -16,334

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

(B) － － － -4,594 -8,670 -11,651 -13,077 -15,724 -18,023 -19,496 -20,353 -20,197 -19,741 -19,189 -18,552 -17,852 -17,102 -16,334

(C)＝(A)-(B) － － － -30,119 -25,908 -22,795 6,028 12,850 -270,739 -30,993 -27,071 -25,774 175,142 5,888 5,331 4,869 4,278 3,666

(D) － － － － － － － － － － － － － － － － － －

(C)-(D) － － － -30,119 -25,908 -22,795 6,028 12,850 -270,739 -30,993 -27,071 -25,774 175,142 5,888 5,331 4,869 4,278 3,666

(千㎥/年) － － － － － － － － － － － － － － － － － －

( 円 / ㎥ ) － － － -4.7 -4.7 -4.7 -1.1 -1.1 -41.3 -8.7 -8.7 -8.7 19.7 -4.2 -4.2 -4.2 -4.2 -4.2

( 円 / ㎥ ) － － － -0.6 -1.2 -1.6 -1.9 -2.8 -3.8 -4.4 -5.0 -5.1 -5.1 -5.0 -5.0 -4.9 -4.8 -4.7

収益的収支

収

益

的

収

入

営 業 収 益

料 金 収 入

受 託 工 事 収 益

そ の 他

営 業 外 収 益

補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他

収 入 計

収

益

的

支

出

営 業 費 用

職 員 給 与 費

経 常 損 益

経 費

う ち 動 力 費

減 価 償 却 費

営 業 外 費 用

支 払 利 息

そ の 他

支 出 計

有 収 水 量

供 給 単 価

給 水 原 価

特 別 損 益

当 年 度 純 利 益
（ 又 は 純 損 失 ）
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財政シミュレーション（収益的収支）

財政シミュレーション（パターン②と④の差額）

料金改定率
19%⇒16%の影響
により、料金収入は
減少します。また、
料金改定頻度（5年
⇒3年に1回）も異な

ります

補助金獲得によ
り、減価償却費見
合いの長期前受
金戻入が増加し
ます

企業債の
支払利息が
減少します

長期前受金戻入の
増加、支払利息の
減少により給水原価
が減少し、料金改定
率を引き下げます

４．市長提案施策と財政シミュレーション（施策実行）



2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

（実績） （実績） (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測)

－ － － － － -19,800 -108,900 -118,800 -79,200 -76,300 -24,800 － － － － － － －

－ － － 5,320 10,640 10,640 10,640 410,640 5,320 405,320 5,320 － － － － － － －

－ － － － － 33,000 181,500 198,000 132,000 127,100 41,300 － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － 5,320 10,640 23,840 83,240 489,840 58,120 456,120 21,820 － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － 2,091 3,780 4,825 4,272 656 -3,607 -6,677 -9,906 -11,533 -12,301

－ － 400,000 400,000 － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － 400,000 400,000 － － － － 2,091 3,780 4,825 4,272 656 -3,607 -6,677 -9,906 -11,533 -12,301

－ － -400,000 -824,799 -840,066 -839,021 -750,503 -252,688 -476,773 -67,800 -93,140 -139,388 18,895 12,187 7,993 6,566 6,174 5,940

－ － － － － -19,800 -128,700 -247,500 -328,791 -408,871 -438,495 -442,768 -443,424 -439,817 -433,140 -423,234 -411,701 -399,400

資本的収支

資

本

的

収

入

企 業 債

他 会 計 負 担 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

工 事 負 担 金

そ の 他

計

資

本

的

支

出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

他 会 計 へ の 支 出 金

そ の 他

計

資 金 残 高

企 業 債 残 高
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財政シミュレーション（パターン②と④の差額）
財政シミュレーション（資本的収支）

基金への
拠出

補助金獲得（総額7.1億円）によ
り企業債発行額が減少し、総額
4.3億円の企業債発行を抑制し、
利息負担も軽減されます

基金への拠出期間は、
R5～R12までとなり、
その間、総額0.6億円

の利息収入を得る見込
みです

基金から
の返金

４．市長提案施策と財政シミュレーション（施策実行）
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財政シミュレーション
（パターン④：市長施策実行（3年置き料金改定） ＋R6料金改定16％ ）
経営方針（数値目標）の達成状況

 料金回収率は令和6年度の料金改定以降は、100%以上という数値目標を達成しています

 資金残高は、8億円以上という数値目標を令和20年度まで達成しています

 企業債残高は、100億円未満という数値目標を令和20年度まで達成しています

R6, 102.0%

R8, 101.4%

R11, 100.3%
R14, 112.9%

R16, 123.7%
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－

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

料金回収率の将来推移（市長施策）

供給単価 給水原価 料金回収率

単位：円/㎥ 単位：％

R11, 801,892
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R7, 9,777,690
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資金残高と企業債残高の将来推移（市長施策）

資金残高 企業債残高

資金残高単 企業債残高
単位：千円

４．市長提案施策と財政シミュレーション（施策実行）



５．料金改定の検討
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各パターンの料金改定による改定率、供給単価への影響

パターン類型 （初回改定）改定率・供給単価 （次回改定）改定率・供給単価 （次々回改定）改定率・供給単価

パターン① 改定なし （R10年度改定） 53％、240.7円/㎥ （R16年度） 4.5％、251.6円/㎥

パターン② （R6年度改定）19％、187.2円/㎥ （R11年度改定） 21.5％、227.5円/㎥ （R16年度）10.5％、251.4円/㎥

パターン③ （R6年度改定）17％、184.1円/㎥ （R11年度改定） 18％、217.2円/㎥ （R16年度） 14％、247.6円/㎥

 パターン①（成行）、②（成行＋19％改定）、③（市長提案施策＋17％改定）の３つのパターンの料金改定
シミュレーションを比較しました

 パターン①はR10に大幅な料金改定が必要となります

 パターン②と③を比較した場合、市長提案施策の効果により、その後の料金改定率を引き下げることが
出来ます

料金改定シミュレーション（1/3）

R10,53%, 240.7

R16,4.5%, 251.6

R6,19%, 187.2

R11,21.5%, 227.5
R16,10.5%, 251.4

R5, 157.3

R6,17%, 184.1

R11,18%, 217.2

R16,14%, 247.6

150.0

165.0

180.0

195.0

210.0

225.0

240.0

255.0

270.0

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

単位：円/㎥ 料金改定シミュレーション（供給単価と給水原価の推移）

供給単価（パターン①）

供給単価（パターン②）

供給単価（パターン③）

給水原価（パターン①）

給水原価（パターン②）

給水原価（パターン③）

５．料金改定の検討
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各パターンの料金改定による改定率、供給単価への影響

パターン類型 （初回改定）改定率・供給単価 （次回改定）改定率・供給単価 （次々回改定）改定率・供給単価

パターン③(5年置きに料金改定) （R6年度改定）17％、184.1円/㎥ （R11年度改定） 18％、217.2円/㎥ （R16年度） 14％、247.6円/㎥

パターン④(3年置きに料金改定) （R6年度改定）16％、182.5円/㎥ （R9年度改定） 2％、186.2円/㎥ （R12年度）17.5％、218.8円/㎥

 市長施策を実行した場合で、料金改定頻度を変えてシミュレーションを実施しました

 パターン③と④を比較すると、改定後の料金水準は同程度となっていますが、Ｒ6年度の料金改定率は
１％引き下げることが出来ます。

料金改定シミュレーション（2/3）

５．料金改定の検討

R6,17%, 184.1

R11,18%, 217.2
R16,14%, 247.6

R6,16%, 182.5

R9,2%, 186.2
R12,17.5%, 218.8

R15,13%, 247.2

R6, 178.9
R8, 180.0

R9, 181.4 R10, 183.5
R11, 185.7

150.0

165.0

180.0

195.0

210.0

225.0

240.0

255.0

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

単位：円/㎥ 料金改定シミュレーション（供給単価と給水原価の推移）

供給単価（パターン③） 供給単価（パターン④）

給水原価(パターン③、④)



1,881

1,462
1,345

1,265

980

1,107
1,030

949

1,190

1,016

830 828 824 841 844 826

1,881
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40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

120.0%

140.0%

－
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1,200
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金
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（
百
万
円
）

料金改定シミュレーション

（料金回収率と資金残高の推移）

資金残高（パターン③）
資金残高（パターン④）
料金回収率（パターン③）
料金回収率（パターン④）
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R11年度以降の料金改定率について

 パターン③のR11年度の料金改定率は18％、パターン④のR12年度の料金改定率は17.5％となっています

 R6年度改定は、 資金残高に余力があったため「料金回収率100％（供給単価＞給水原価）」 を満たすよう
な改定率でよかったものの、R11年度以降は、資金余力もなくなり「資金残高８億円以上」、「料金回収率
100％（供給単価＞給水原価）」の双方を満たす料金改定が必要となります

 そのため、R11年度以降の料金改定は資金残高８億円を維持するような改定率となっています

料金改定シミュレーション（3/3）

確保すべき
資金残高

8億円

維持すべき

料金回収率
100％超

５．料金改定の検討

パターン類型 （初回改定）改定率・供給単価 （次回改定）改定率・供給単価 （次々回改定）改定率・供給単価

パターン③(5年置きに料金改定) （R6年度改定）17％、184.1円/㎥ （R11年度改定） 18％、217.2円/㎥ （R16年度） 14％、247.6円/㎥

パターン④(3年置きに料金改定) （R6年度改定）16％、182.5円/㎥ （R9年度改定） 2％、186.2円/㎥ （R12年度）17.5％、218.8円/㎥
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パターン③、パターン④の比較

パターン③ パターン④

R6の料金改定率 17％ 16％

料金改定の頻度 ５年に１回 ３年に１回

料金回収率100％維持 〇 〇

資金残高８億円以上 〇 〇

市況の変化への対応

△
料金改定のタイミングが５年置きとなるため、そ
の間に市況の変化等で経費が増大した場合に
料金回収率が100％を下回り、補助金獲得に影

響が出る可能性がある

〇
料金改定のタイミングが３年置きとなるため、パ
ターン③と比べると市況の変化等への対応がし

やすい

事務の煩雑さ
〇

パターン④と比べると事務負担は
軽減される

△
パターン③と比べて料金改定頻度が多いため、
料金改定検討や議会対応、市民への説明対応

等の事務負担が増える

料金改定コスト
〇

パターン④と比べると料金改定コストは
軽減される

△
料金改定の都度、システム改修やコンサル費用、
広報等の支出が必要となるため、パターン③と

比べるとコスト増加になる

市民生活への影響

全体として、料金改定の頻度は異なるが、一般家庭の料金負担は大きくは変わらないものの、R6年
度当初の料金改定率は1%異なってきており、一般家庭では月額30円程度の差額が生じてくる。
今後、物価高騰がある程度収まってくれば、3年に1回の改定ではなく、4年～5年へと様子を見ること
も可能であり、その場合一般家庭の料金負担は軽減される。

パターン別の料金改定の影響

５．料金改定の検討



2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

（実績） （実績） (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測)

－ － － -11,571 -11,526 -11,482 15,139 15,040 -224,071 10,924 10,893 10,804 211,776 -3,197 -3,189 -3,163 -3,146 -3,129

－ － － -11,571 -11,526 -11,482 15,139 15,040 -224,071 10,924 10,893 10,804 211,776 -3,197 -3,189 -3,163 -3,146 -3,129

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

(A) － － － -11,571 -11,526 -11,482 15,139 15,040 -224,071 10,924 10,893 10,804 211,776 -3,197 -3,189 -3,163 -3,146 -3,129

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

(B) － － － － － － － － － － － － － － － － － －

(C)＝(A)-(B) － － － -11,571 -11,526 -11,482 15,139 15,040 -224,071 10,924 10,893 10,804 211,776 -3,197 -3,189 -3,163 -3,146 -3,129

(D) － － － － － － － － － － － － － － － － － －

(C)-(D) － － － -11,571 -11,526 -11,482 15,139 15,040 -224,071 10,924 10,893 10,804 211,776 -3,197 -3,189 -3,163 -3,146 -3,129

(千㎥/年) － － － － － － － － － － － － － － － － － －

( 円 / ㎥ ) － － － -1.6 -1.6 -1.6 2.1 2.1 -31.1 1.5 1.5 1.5 30.0 -0.5 -0.5 -0.5 -0.5 -0.5

( 円 / ㎥ ) － － － － － － － － － － － － － － － － － －

供 給 単 価

給 水 原 価

特 別 損 益

当 年 度 純 利 益
（ 又 は 純 損 失 ）

有 収 水 量

経 常 損 益

経 費

う ち 動 力 費

減 価 償 却 費

営 業 外 費 用

支 払 利 息

そ の 他

支 出 計

収

益

的

支

出

営 業 費 用

職 員 給 与 費

収益的収支

収

益

的

収

入

営 業 収 益

料 金 収 入

受 託 工 事 収 益

そ の 他

営 業 外 収 益

補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他

収 入 計
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財政シミュレーション（収益的収支）

財政シミュレーション（パターン③と④の差額）

料金改定のタイミングが異なることで、各年
度の料金収入に差額が生じています

５．料金改定の検討



2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

（実績） （実績） (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測)

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － 400,000 -400,000 -5,320 － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － 400,000 -400,000 -5,320 － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － -11,571 -23,097 -34,578 -19,439 -4,399 -228,469 182,455 -206,652 -201,168 10,608 7,411 4,222 1,060 -2,086 -5,215

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

資 金 残 高

企 業 債 残 高

資

本

的

支

出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

他 会 計 へ の 支 出 金

そ の 他

計

資本的収支

資

本

的

収

入

企 業 債

他 会 計 負 担 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

工 事 負 担 金

そ の 他

計
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財政シミュレーション（パターン③と④の差額）
財政シミュレーション（資本的収支）

パターン④の場合、パターン③と比
べて基金からの返金タイミングが1

年早まります。あわせて利息収入の
総額も減少します。

５．料金改定の検討



（参考資料）動力費の将来予測
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動力費（電気料金）と電力使用量の推移

動力費の現状（その１）

 取水動力費の電力使用量は、取水施設（深井戸）増設に伴い増加しています（自己水量を70％⇒80％）

 それ以外の電力使用量は概ね横ばいに推移しています

 動力費は、燃料費調整単価の大幅な高騰を受け、R4年度は大幅に増加しました

127,692 129,059 126,408
143,055

172,952

6,966 7,073
7,411

7,809
8,022

－

2,000

4,000

6,000

8,000

－

40,000

80,000

120,000

160,000

200,000

H30 R1 R2 R3 R4

単位：千ｋWh単位 ：千円
動力費と電力使用量の推移

動力費（税込） 電力使用量（kWh）

3,164 3,255
3,463

3,747

4,016

3,117 3,111
3,209

3,323 3,275

473 492 513 512 509

212 216 225 227 223
－

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

H30 R1 R2 R3 R4

単位 ： 千kWh
目的別電力使用量の推移

低圧電力（取水動力費等 ） 高圧電力BL-TOU（私市ポンプ場）

高圧電力BS-TOU（星の里） 低圧電力（配水動力）



47

電気料金の内訳別推移

動力費の現状（その２）

104,186 105,778 110,265 114,940 117,497

15.0 15.0 14.9
14.7 14.6

10.0

11.0

12.0

13.0

14.0

15.0

16.0

－

40,000

80,000

120,000

160,000

200,000

H30 R1 R2 R3 R4

単位：円 / ｋWh単位 ： 千円
従量料金と従量料金単価の推移

従量料金（円） 従量料金単価（円/kWh）

3,439 2,472 -5,868 2,099

27,840

-40,000

－

40,000

80,000

120,000

160,000

200,000

H30 R1 R2 R3 R4

単位 ： 千円
燃料費調整額の推移

燃料費調整額

20,067 20,809 22,010 26,016 27,616

2.90 
2.95 2.98 

3.36 
3.45 

2.0

2.4

2.8

3.2

3.6

4.0

－

40,000

80,000

120,000

160,000

200,000

H30 R1 R2 R3 R4

単位：円/ ｋWh単位 ：千円
再エネ賦課金と再エネ単価の推移

再生エネルギー等促進費 再エネ単価（円/kWh）

 電気料金の内訳は、従量料金、燃料費調整額、再生可能エネルギー発電促進賦課金の３つに大分されます

 従量料金の推移はやや増加傾向ですが、従量料金単価（従量料金/電力使用量）は減少傾向にあります

つまり、電力使用量の増加は、従量料金の増加に影響を与えていますが、電気料金全体に与えている影響
は大きくありません

 令和４年度の電気料金の増加に大きく影響を与えているのは燃料費調整額の大幅増が要因です



*1 直近単価×R5年度改定率（※）

※関西電力のR5.4からの改定料金を加味
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低圧電力
取水動力費等

低圧電力
配水動力

高圧電力(BS-TOU)

星の里浄水場

従量料金単価*1

燃料費調整単価*2

再生可能エネルギー
発電促進賦課金単価*3

動力費

電力使用量

単価

高圧電力(BL-TOU)

私市ポンプ場
低圧電力

取水動力費等

低圧電力
配水動力

高圧電力(BS-TOU)

星の里

高圧電力(BL-TOU)

私市ポンプ場

低圧電力

高圧電力

電力使用量

＝エネルギー原単位（＝電力使用量/総配水量）…直近値

×総配水量（＝有収水量（将来推計値）/有収率（過去5年平均））

*2 過去5年平均値に3年後収束すると仮定して算定

動力費の将来推計のイメージ

 動力費を「電力使用量」と「単価」に分解し、それぞれ将来推計を実施しました

*3 一般財団法人電力中央研究所の推計（2019年

発表）を基に算定

動力費の将来推計（その１）
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電力使用量の将来推計

動力費の将来推計（その２）

 電力使用量の将来推計値は、算式＝エネルギー原単位（＝電力使用量/総配水量）×総配水量（＝有収水量/

有収率）で算出します

 エネルギー原単位は、直近（令和4年度）の電力使用量と総配水量を反映した数値を採用します

 総配水量は、水需要予測に基づく有収水量に過去5年平均の有収率で割り返すことで算出します

 そのため、将来的な水需要（総配水量）によって電力使用量が増減するものとして、電力使用量の将来推計を
実施しました

単位：千kWh

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2035
H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

電力使用量 6,966 7,073 7,411 7,809 8,022 8,063 8,016 7,985 7,955 7,946 7,894 7,864 7,834 7,812 7,748 7,706

6,966
7,073
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単位：千㎥単位：千kWh 電力使用量と自己水量の将来推移 電力使用量

総配水量

推計値
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従量料金の将来予測

動力費の将来推計（その３）

 従量料金単価はやや減少傾向にありますが、令和5年4月から関西電力で値上改定があったため単価はや
や増加します（関電資料P.1～4参照。低圧、高圧電力それぞれで改定があります。）

 また、関西電力においては、原子力発電施設の再稼働を今年度に予定していることから、今後の料金値上
げ改定は発表されていない状況です

 そのため、従量料金単価は、「過去５年間の従量料金単価平均値×（１＋値上改定率）」でR5年度数値を推
計し以後料金改定が実施されないものとして設定しました

単位：千円（税込）

従量料金の
推計値

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2035
H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

通常パターン 104,186 105,778 110,265 114,940 117,497 120,283 119,580 119,116 118,660 118,530 117,756 117,310 116,868 116,541 115,586 114,953
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単位：千円 従量料金の将来予測

従量料金（通常） 従量料金単価（通常）

推計値

参考：関西電力HP R5.4月からの料金改定資料
https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2023/pdf/20230214_1j.pdf

https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2023/pdf/20230214_1j.pdf
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燃料費調整額の将来予測

動力費の将来推計（その４）

単位：千円（税込）

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2035
H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

燃料費調整額 3,439 2,472 -5,868 2,099 27,840
11,656

（注）
26,082 18,045 7,733 7,134 7,087 7,061 7,034 7,014 6,957 6,919

 燃料費調整単価は、令和3年9月から石炭や液化天然ガス（LNG）の輸入価格の高騰、令和4年2月から

ロシア・ウクライナ問題によるロシアからの液化天然ガスの供給不安定等の影響により大幅に上昇し、
令和５年２月をピークに減少傾向に推移しています（次ページ参照）

 今後は、関西電力においては、令和5年度に原子力発電施設の再稼働を予定しており、火力発電に必要
な石炭やLNG等の燃料調達コストが減少することから燃料費調整単価が減少することが見込まれます

 ロシア・ウクライナ問題の収束は見えないところですが、いずれ正常な市場価格に収束する期間を設定
（３年後に収束）し、収束値を過去5年平均値（H30.1～R4.12）として、将来の燃料費調整単価を推計し
ました

（注）令和５年度の推計値は、令和5年4月～10月までの国の補助金により、低圧は7円/kWh、高圧は3.5円/kWhの値引考慮済の推計値
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単位：千円 燃料費調整額の将来予測
3年で収束

推計値

R5年度中は国からの補
助金による値引きがある
ため、大幅に減少する見
込みです。
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燃料費調整額の将来予測（３年かけて過去平均値に収束するパターン）

動力費の将来推計（その５）
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円/kWh 燃料費調整単価の推移（高圧）

高圧 平均値（過去5年）

実績 推計
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円/kWh 燃料費調整単価の推移（低圧）

低圧（上限なし） 平均値（過去5年） 上限値

実績
推計

（参考値）
過去10年平均値：

H25.1～R4.12

高圧：0.187円/kWh

低圧：0.187円/kWh

（採用値）
過去5年平均値：
H30.1～R4.12

高圧：0.889円/kWh

低圧：0.906円/kWh
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再生可能エネルギー発電促進賦課金の将来予測

動力費の将来推計（その６）

 再生可能エネルギー発電促進賦課金（再エネ賦課金）の単価は、毎年国が決定しています

 令和5年5月～令和6年4月までの単価は大幅に下がりましたが、これは近年の化石燃料の価格高騰等の影

響を受けた一時的なものと考えられ、本来は再生可能エネルギーの発電量が増えるほど、再エネ賦課金単価
は年々上昇することが通常です（受益者負担の原則）

 一般財団法人電力中央研究所の推計（2019年発表）によれば、令和12年（2030年）には再エネ賦課金単価
は約3.5～4.1円/kWhまで上昇するとしています。一方で、「固定価格買取制度（FIT）」の太陽光発電の卒FIT

が家庭用発電は令和4年（2022年）、事業用発電は令和14年（2032年）頃から本格化することで買取発電量
が減少することに伴い再エネ賦課金が減少していくことも見込まれます

 そのため、R6年度以降の再エネ賦課金単価の予測値は、令和4年度を基準値として令和12年度までは4.1円
/kWhまで増加し、令和14年度以降は毎年５％ずつ減少すると仮定して、再生エネ賦課金単価を設定しました
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再エネ賦課金単価の推移再エネ賦課金単価（円/kWh）

単位：千円（税込）

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2035

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

再エネ賦課金 20,067 20,809 22,010 26,016 27,616 11,289 28,378 28,986 29,591 30,274 30,786 31,377 32,121 32,031 30,219 28,589

参考資料：
一般財団法人 電力中央研究所「2030年における
再生可能エネルギー導入量と買取総額の推計」
リンク先

推計値

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/026_04_00.pdf
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動力費の将来予測

動力費の将来推計（その７）

単位：千円（税込）

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2035

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

通常パターン 127,692 129,059 126,408 143,055 172,952 143,228 174,039 166,147 155,984 155,938 155,630 155,748 156,024 155,587 152,762 150,461

 動力費の将来予測値は以下のとおりとなりました

 燃料費調整額の高騰の影響は３年で収束する（R8まで続く）一方で、再エネ賦課金は年々増加しています

 人口減少による水需要の減少で、総配水量も年々減少することから電気使用量も減少する見込みとなり、
動力費全体は年々減少傾向となっています
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